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な に 思 う ？ 今 年 は

平成 年，最16

になるよう，力

さて，日本放

を社会的認知に

初

を

射

お

の学会誌発刊にあたり本会

合わせて行きましょう。

線技師会では 国民から見

いて確実な地位に位置付け

が

え

ら

監 事 三

ますます躍進し，国民医療

る職業へ をキャッチフレ

れるよう，さまざまなイベ

に

ー

ン

（慶應大学）宮 敏 和

大きく貢献できるような年

ズに放射線技師という職業

トを繰り広げています。そ

の中において放

病院関係者でさ

それよりも問

を導入している

ます。ただし，

されてきていま

す。

そこで本会の

射

え

題

か

報

す

いるか疑問です。

線技師にも専門があり，認

も殆んど知らないでしょう

は，われわれ技師間におい

，また，どのようなプロセ

道などで随分取上げられた

。また，ライセンスのほか

核医学専門技術者 はどう

定

。

て

ス

乳

施

で

これは，私のところだけかも

があることをどれだけの国

もどれだけの人がそれぞれ

を得て認定されているか，

腺撮影に関しては資格制度

設に対しても評価をつけ，

しょうか？ 同じ技師の中

民

の

知

が

ホ

で

しれませんが。

が知っているでしょうか。

部門に対して専門資格制度

っている人は少ないと思い

理解され，社会的にも認知

ームページで開示していま

もどれだけの技師が知って

そうです。標

し，認知度を上

このことは，

因になればいい

学会レベルで

アップを得るた

医学専門技術者

題

げ

近

と

は

め

で

認定制度システム

の なに思う？ 今年は

る方策・努力をしていきた

年，ローテーションが起因

思います。当然のことなが

，木下富士美理事が委員長

，両学会間で共同認定につ

もある藤田日本放射線技術

は

い

し

ら

を

い

学

の整合に向けての調整を進め

，核医学専門技術者認定制

と思います。

ていると考えられる会員の

，部門内の資格制度に対す

務める諮問委員会が中心に

ての検討委員会が設置され

会長は，熊谷日本放射線技

減

る

な

ま

師

るとしている。この期に本会

度を先ずは病院関係者へ PR

少傾向に歯止めを掛ける要

理解が一番大きい。

り，日本核医学会のバック

した。また，本会会員で核

会会長との会談のなかで，

の認定制度も日本核医学会

と平行して進め

す。

昨年 月，住9

の技師が集まっ

うことになり，

の紹介（写真等

の反応（住んで

る

ん

て

）

い

た。逆に言えば特

ことも視野に入れて検討す

でいる地域で友人たち（技

いるのだから飲み会だけで

市民健康まつり というイベ

や相談コーナーを開催する

るのは埼玉県飯能市）や興

師

な

こ

味

定の患者しか受診しないわけ

ることも考えた方がよいかも

）と川原でバーベキューを

く，放射線技師として地域

ントで放射線関連のブース

とができた。多くの市民が

の示し方を見ると，残念な

行

に

を

ブ

が

だし，一般市民が知る由もな

しれないと個人的に思いま

った。そのとき，折角地域

貢献できないだろうかとい

確保してもらい，各種検査

ースに来てくれました。そ

ら核医学の認知度は低かっ

い。今後，核医学発展のた

めの焦点を見極

大きな鍵を握っ

る一方である。

この 年近く2

いるのを見てき

適時施行されて

め

て

学

監

ま

い

ることが必要であろう。そ

いる。昨年度の全国 PET

会や研究会・講演会など，

事として理事会に出席し，

した。小堺学会長のもと，

ます。私たち会員一人一人

保

ど

理

政

も

ういった点で は大きなPET

有施設は 施設で，建設中54

れを取っても で人を呼PET

事および事務局の方々が本

治や社会でよく使われてい

協力し，本会を盛り上げて

（ ）i

起

や

会

る

行

剤もしくは原動力になる

予定されている施設は増え

べる今日この頃である。

運営と発展のため努力して

構造改革は本会においても

く年にして行きましょう。


